
☆☆ 金融機関での貸付審査 ☆☆

●下水道排水設備工事費資金貸付制度

貸 付 対 象 者 ・供用開始区域内において、排水設備等の工事を行おうとする建築物（新築・法人を除く）の所有者、ま
あたは所有者の同意を得た占有者
・市税、受益者負担金（分担金）を滞納していないこと
・供用開始から3年以内に申請した方（貸付要綱第2条第2項の規定に基づく方）

●下水道排水設備工事費資金貸付に関する書類提出の流れ

書
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貸 付 限 度 額 ・くみ取り式便所　55万円＋【大便器1個につき25万円】（3個まで）
・水　洗　便　所　45万円

利息/償還期間 ・無利子（市が利息分を負担）   /   ・5年間（元金均等、月賦償還【繰上償還可能】

連 帯 保 証 人 ・市内に居住し、独立の生計を生む方1名

注意事項 ・この制度は、市が貸付契約を締結している金融機関（ゆうちょ銀行を除く）が貸付を実行するもので、
あ申請の際には、希望する金融機関による審査があります。この審査結果によっては、貸付制度をご利用
あになれない場合もありますので、ご了承ください。

※排水設備等工事資金貸付決定通知に記載している金融機関へ送付。

●排水設備等工事資金貸付決定通知書

※排水設備等工事資金貸付を利用する場合、工事施工開始は、排水設備等工事資金貸付決定通知書（貸付可）が届いてか
○ら施工開始するようお願いします。

●排水設備等工事完成通知書及び排水設備等工事資金貸付金依頼書

※遅くても１週間前後で通知書が出来上がるので、下水道課に来庁し、交付を受けること。
※申請者に貸付融資する金融機関へ手続きをするよう伝えること。手続きに必要な書類はこの通
　知書に記載しています。
※また、排水設備等工事資金貸付決定通知書を紛失などがありましたら、再発行しますので、下
　水道課まで連絡ください。

※申請書に必要な書類は、排水設備工事費資金貸付関係書類ﾁｪｯｸｼｰﾄを参照すること。
　また、提出の際には、ﾁｪｯｸｼｰﾄも一緒に提出すること。
　必ず下水道職員に手渡し提出すること。

提出された申請書及び添付書類を審査。資金貸付条件を満たせば、申請者の希望金融機関へ貸付
審査の手続き。

申請者の希望金融機関へ審査を期限付き回答で依頼。
15～20日の審査を経て、審査結果を収受。
※審査依頼の際、希望金融機関より申請書以外に必要な書類の提出がある場合は、その指示に従
　うことを申請者に伝えること。

※遅くても１週間前後で通知書が出来上がるので、下水道課に来庁し、交付を受けること。

●排水設備等工事資金借入手続通知書

■ 指定工事店による排水設備工事の施工開始から完了検査まで ■

※工事完了検査の合格で、工事資金貸付が確定し、工事資金の貸付手続き開始

可

○排水設備等工事資金貸付申請書（様式第1号）

☆☆ 申請書審査 ☆☆
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排水設備工事を実施並びに中止するのか、工事費をどうするか、申請者と相談すること


